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ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2022

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

地域の森林資源の有効活用を適切に進めることで、市民の暮らしと自然環境と経済活動が、持続可能で豊かな循環型社会の
実現に貢献する。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

多世代、多業種とのネットワークを活かし、森林資源の多様な機能を伝え、森林の恵みを身近に取り入れた、豊かな暮らし
を提案する事業を継続していく。

目標に関連する取組内容

ゴール 2021 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2022 年12月31日までの取組目標

地域の森林と市民の暮らしを結ぶ、講
座、ツアー等の企画を、5回以上開
催。

イベント出展ワークショップ5回。出
張講座5回。安倍川歴史講座1回。中島
浄化センター見学会1回。安倍川源流
ツアー1回。

地域の森林と市民の暮らしを結ぶ、講
座、ツアー等の企画を、5回以上開
催。

森林資源を有効活用するモデルケース
をつくる。

実行できず。
森林資源を有効活用するモデルケース
をつくる。

オクシズ材を素材として、一般向けに
企画、販売。
「つくる」こと「つかう」ことの責任
の一部を、自らの手に取り戻す社会を
提案。

オリジナル商品の販売。木工作ワーク
ショップの開催。

オクシズ材を素材として、一般向けに
企画、販売。
「つくる」こと「つかう」ことの責任
の一部を、自らの手に取り戻す社会を
提案。

森林からはじまる水をテーマに、暮ら
しの環境と自然環境の循環の大切さを
伝えていく。
海岸清掃4回協力予定。

環境創造課・河川環境アドプトプログ
ラム河川清掃9回開催。海岸清掃8回参
加。

森林からはじまる水をテーマに、暮ら
しの環境と自然環境の循環の大切さを
伝えていく。
海岸清掃5回協力予定。

（記載上の注意）

11月に安倍川源流ツアーを開催し、水
の大切さと森林環境の大切さを体験す
る機会をつくる。

11月に安倍川源流ツアーを、ガイドと
主催者含め11名で開催。

安倍川源流ツアーを2回開催。

地域の木材や森林環境を大切に想う個
人や事業所のパートナーを増やすため
の、杣プロジェクトファンクラブ会員
数100を目指す。2021年8月時点で55会
員。

杣プロジェクトファンクラブ会員数60
で、目標達成できず。

地域の木材や森林環境を大切に想う個
人や事業所のパートナーを増やすため
の、杣プロジェクトファンクラブ会員
数100を目指す。

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

杣プロジェクト

本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

業　　　　　種 １３．サービス業（他に分類されないもの）

１
事業所・団体等又は
関連事業者等の名称

従業員（構成員）数 1 人
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